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Geser　rセdzia－wu　Vocabulary
KAKUDO　Masayoshi
　　　Dominik　Schr6der（1910－1975）ゴecorded（｝eser　r診dzia一脚，乞he　heroic　Monguor
language　epic　of（｝eser　which　consists　of　aわout£welve　thousa難d　Ii簸es，　and　left　behh｝d　a
German　translation　up　to　the　2452nd　li鳳e．｝le　a豆so至eft　a　rough　tyansla雛on　up　to　the　4574th
line。　The　whole　text　contains　about　two　thousa鍛d　words，　among　whlch　about　one
th◎usa且d　four　hundred　εしre　descr嚢）ed　i難　orthographic　dic乞i◎naries　such　as　Mongghui
Qidar　Merl◎穆g　a臓d　Mo麗9弛ol（≧idar　Ha｝’ilQ重leg㍑Ugosge．　Mo鷲9γ◎l　kelen　ik　ikges　and　the
supPleme燵ary　vocabu玉ary　of　Mongγ01　kelen　ti　ltge　kelel9εアin　Mate’ゼα1　tell　us£he　mea亘一
ing　of　twelve　w◎rds　and　five　words　respectively．　Schr6der’s　previous　work　on伽e
Mo無guor　la鳳guage　gives　us　the　meani韮g　of　thir£y－one　words。　But　a難£he　res£have　bee無
unidenti盒ed．　Likeyu，s　Chinese　translation　apPeared　in　1994　and，　although　more　than
oHe　hundred負fty　woτds　remai簸u礁ide就ifed，童t　enabled　us　to　k無ow　the　mea且ing　ofabo凱
five　hundred　words　and　phrases．　The　aim　of　this　paper　is　to　give　an　exp玉a亘a£i◎無of　these
words　and　phrases．
0．はじめに
　Geser　rセdzia－wu（ゲセル皇帝，以下GRと略す）は土族のゲセルであり，　Schr6der（1910－1975）
が1948年11月25日から1949年6月30日まで青海省の互助の沙堂川の甘家盤で，当時67歳のTuo
Ifula（朶先生）の助けを借りて，1903年Mula　xonitsi　palj生まれの娘婿Guanbo－sdziaから収録し
たものである。Heissigがその遺稿を解説付きでOtto　Harr◎ss◎witzから1980年に出版した。テキス
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ト案文は約1万2千行あり，このうち一部はドイツ語訳がある。1654行まではSchr6derがTuo
lfulaの助けを借りて訳したかなり信腰できるものであるが，1662～2452行はSchr6der自身の試訳
であり，訳していない部分があったり，明かな誤訳も含まれている。続いて4574行までは粗筋がわ
かる程度の訳が残されているが，それ以下は土族諾のテキス5があるのみであった。
　土族語の辞書としては，古くはde　S胤edt　et　Mostaer£（1933）の1）ictionaire　Monguor－Franfaisが
あり，1982年の『土漢紺照詞彙』，1985年の『土族藷詞彙』，1988年の『土漢詞典』と相継いで辞書
が出版されたが，これらの辞書に載っていない藷が数多くあり，GRを十分に読解することはでき
なかった。Schr6derにはGRに先行する土族語の資料の紹介（1952，1959，1970）があり，彼の
インフォーマントの語彙約千語が確認できる。しかし依然としてGRの読解には不十分であった。
　1994年になって李克郁が『土族格餐爾』として漢謡訳（中国語訳）を青海人民出版社から出版し
たので，これを原文と突き合わせることによって意味不明であった語の多くが解明できるようにな
った。本稿で記すのは上述の辞書，とくにr土漢詞典』及び『土漢対照詞彙』に掲載されていない
語で『土族格震爾』のおかげでわかった約500語である。なおかつ意味不明の語が150語以上ある。
1．土族語の辞書の実態
土族語の謡彙の意味を知る£で利用できるものには次のものがある。
　A．『土漢詞典』（Mongghul　Qidar　Meflong）
　　　互助方書のXjir　ghu1（東溝）方書を掛音方式の正書法で記したもので藷数約圭4，000藷。
　B．『土漢対照詞彙』（Monghol　Q圭dar　Harilqilegu　ugosge）
　　　互助方書のXjir　ghul（東溝）方霧を掛音方式の正書法で記したもので藷数約4，400語。
　C．　『土族言護言司彙』　（Monror　kelen｛i貸ges）
　　　互助方言のXjir　ghu董（棄溝）方言をIPAで詑したもので語数約6，000謡。
　D．『土族語話語材料』（Mo鍛gγor　kele簸雌ge　kelelge　y圭n　mateτiya1）の補充調彙
　　　Cの補充調彙408語がIPAで表記されている。
　E．Schr6der（1952）のテキスト
　　　互助方言のHalqi　ghuiとNarin　ghu圭の中間方言をフィノ・ウゴル協会の表記で記したも
　　　ので語彙リストはないが，他の資料には使用されていない語が少数ある。
　　　Schr6der（1959，1970）のテキスト
　　　互助方言のHalqi　ghalとNarin　ghulの中間方書をフィノ・ウゴル協会の表記で記したも
　　　ので語彙リストはないが，約1，000語の語彙が使用されている。このイソフォーマントに
　　　園有の語彙が多数ある。
　F．席元麟　（1985）
　　　互助方言，東溝公社大庄大隊，洛少大放，白牙舎大隊，東山公社寺爾大隊，五ナ公？±寺
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　　　　灘大隊の発音をIPAで記したもので語数266語，　A，　B，　Cに記載されていない語が27
　　　　語ある。ただし土族語からの検索はできない。
　　G．『蒙古藷族語雪詞典』
　　　　Cと同じ表記であるが，Cに掲載されていない語彙がある。ただし土族語からの検索は
　　　　できない。
　　H．de　Smedt　et　Mostaert（1933）Dictionaire　Mon8uor－Frangais
　　　　互助方書のNarin　ghu1（那龍溝）方言，　Alima　hanxarの発音をフ4ノ・ウゴル式の表記
　　　　で記したもので語数は不明であるが数チはあるものと思われる。
　　　de　S1Redt　et　Mostaeτtα964）の著書の語彙リスト
　　　　上述の方言の語彙1072語を収めてある、，
　　1．照那漸圏（1981）『土族語簡誌』の語彙リスト
　　　　互助方言のX撫ghu1（東溝）の大庄一帯IPAで記したもので，語数758語。
　　J．To双ae8a（1973）の諮彙リスト
　　　　互助方書のHalq圭ghul（喀拉漉溝）方書及び場所は不明であるが，民和方言をキリル字
　　　　による音声表記で記したもので，互助方言の語数玉，157語。
　　K．呂光天（1981）
　　　　互助方書，場厭は不明，165語
GRのテキストでA，　Bに記載されていなくてCに記載されている語は12語，　A，　B，　Cに記載
されていなくてDに記載されている語は5語，A，　B，　C，　Dに記載されていなくて，　Eで確認で
きるは31語ある。
2．テキストの実態
　GRを読む上でいくつかの困難がある。まずGRは標準語とされている東溝方書ではなくHalqi
ghul方書とNarin　ghu1方雷の中間の方雷である。しかし，　M◎staertのNa面鹸u玉方雷の記述があ
り，TOAaeBaのHalqi　ghu至方書の記述があるから，これらに馴染めぽGRの方言はそんなに難しく
はない。次にテキストには語のバリエーションが非常に多いという点である。しかしこれも
Schr6derの先行班究やGR自体を詳縮に吟味すればかなり解決する問題である。第三に，表記の
問題がある。手書きで残されているテキストの表記は，当然未整理のものであり，分かち書きの仕
方にかなり不統一がある。そして第四に，明らかに誤記だと思われるものがある。これも文脈でか
なり解決できるものである。そして最後に，チベット語アムド方書の借用語が数多く含まれている。
これについてはR6na－Tas（1966）の研究が非常に有用であるが，なお不明の点が多い。
　分かち書きについて例を示してみよう。本来分かち書きにしない語で分かち書きされている語が
ある。正しい分かち書きがされている語もテキスト中に現れる場合はそれも記す。なお訳語は便宜
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必ずしもその文脈に合ったものではない。
正しくない分かち書き
A鶏ag琶wa　1450
1aman　ntSieni　2909
1i　guorla　5570
suei　dalagu　3907
蓉da　ur　4421
tol奮ue　reni　3385
t§ida窪wa　3945
ya窪a－5069，5235，8864
yal｝dziladzia　6502
正しい分かち書き
lamant§ien　501
sueida－2628
蓉dara　l　742
tsida喜wa　8167
ya奮a－484
ya月d2ilad2ia　14
本来分かち書きにすべきなのにそうなっていない語がある。
テキスト
（｝eser　xaan　yigedzi　8737
gudol彦uodzigena　9519
m6tie　5516
riel｝ged2i　4705
reSdadzigua　1614
rewagedzi　8747，11140
sdziag6na　10523
soged乏i　760
s6gg琶d乏i　761
u§ouda　3446
xarigedzi　8852
yigano　3766
正しい分かち書きの仕方
Geser　xaan　yi　gedzi
gudol言uodzi　gena
mo　tle
rie難ged乏i
re蓉dadzi　gua
rewa　gedzi
sdzia　gena
so　ged乏i
s6996d残
u奮uo　da
xari　gedzi
yl　gano
分かち書きにする部分が本来のものとは違う語がある。
テキスト
kurgien　nag琶dzi　5479
磁oaag琶dzi　7147
turu　re善dadzini　6344
ula　tolgue　resdzi　8569
正しい分かち書きの仕方
kurgienna　9巳dzi
tStiona　96dzi
turure蓉dadzini
ula　toiguere　sdzi
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どうする
可愛い
故意に
ゆっくりする
家畜小屋
頭に
大したものだ
どうする
お願いする
ゲセルだと
動かしたそうです
悪い，その
来ると
来られない
お帰り」と
行ったと
住むと
住むと
与えろ
帰れと
～だと
婿だと
少ないと
人のところで焼いている
山頂へ行け
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次に文脈から誤記だと思われるものの例を列挙してみよう。
　誤　　　　　　　　　　　　正
　子音の違い
d員owa　8201
蓉urdurd64226
Sinad乏i　4607
tsidzia　9732
一ゼロ
ada奮04787
kada　8688
1asgu　4030
Siadan　3923
一ビロ
xalani　5299’
ゼμ
fua－10585
andani　4393
naro彦2000
Ududzan　redzidza　11698
r
turdur喜a　2138
母音の違い
tsi　11486
taggedzi　8680
dzaowa
gurdundξ∋
£§童nad乏三
sdzia
r
arda彦o
karda
lasgur
§iadarni
d
xaldani
y
fuya一
ゼロ
adani
aro≦≧1911
Ududdza　redzidza
ゼロ
tudur霧a　5849
tsia
te［｝gedzi
正しい
速く
挽いた
行った
子供
家畜
手臼
旗
金
つなぐ
できない
籠
悪魔国から来たなら
米
お茶
そうして
GRの語彙を辞書で確認するためtこは，方言問の違いを考慮しながら，そうあるはずだと思われ
る形式を引き当てなければならないが，中にはかなり難しいものもある。以下に若干例を示す。
　　GR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正書法
　　am彰la　2，　alema　5299　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a蕪m　　　　　　　　　　　　　　　果物
　　ani　1152　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ali　　　　　　　　　どの
　　d6dzelie－　1993，　diu§elie－11603　　　　　　　　　　　diuzile一　　　　　　昂す
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dza弓da　10453，　dzol〕1671，4928
（玉乏圭o－4168，dz縫o－6938
dziendo重2656
dzi豆a－9836
Gθ3θr戯々’α→VUの語彙
§a董a－4132，4551，gala－412圭，奮ai護一4131，
　き奮a王a－4759，x奮ala－7348，9玉57，9158
奮e玉iemba　1770，　Tib．　g圭en　p＆
慈lo《lut§圭e　7706，丁呈b．　glung　po　che
k6垂a弓ma　5801，ka奮a噸ma　4161，kaxalj　7233，
　ka璽ma　6526
ko奮ma　1763，　Tib．　rog　ma
hala　726
1ag－4242
ma三〇〇1779，1896，　Tib．　me至◎ng
ndzikua　7194，7197，7244
nt§呈e無bi　2918
nt§負o§daη一ge　3099，　t§益o善d圭en　3224，3231，3226，
　tsio蓉dienη7819，　Tib．田chod　r£e韮
pedza耳〕8104，　padZOI｝11583
s6mt6ieR－e　695，　s｛intsied－ge　8924
きdera－8430，　sadziara－7700
xuarla－2294，　Ch。　hua4　（画）
zongda
jau－
jantog
njila一
hghala一
玉embaa
（a）1angwuqee
kaRgmaa
ngO9】anaa
haRa
lagxi－
merlong
nqiko
qambi
nqooshde簸，
　nqoorden
palsong
Slmqan
sa］lraa－
huala一
今まで（～ない）
咬む
半分
する
投げる
幼稚な
象
絨毯
たてがみ
皆
食べる
鏡
もめごと，戦争
シヤベル
塔
嫁入り道具
世界，生き物
散会する
描く
　語義の認定に支障はないが，表記の面で念頭に置いておく必要があることがある。最初は精密蓑
認が用いられ，しだいに簡略表記に変わっていく傾向がある。例えぽ，5100行罵以下は6，t6，　d2の
使用が減り，s，　ts，　dzで代用されていることが多くなる。8911行欝以下はffの使用が減り，　fにな
ることが多い。行頭の大文字の使用が51eo－5350行に集中して現れる。　uは最初はときどき使用さ
れているが，途中から全く使用されなくなり，11177行以下に突然9例現れる。
3．　『土族格蜜爾』の翻訳の実態
　『土族格審爾』の訳者は土族であり，『土漢詞典』の編老でもある書語学者であるから，土族語
の解釈については古語を除いて問題はないと思われる。しかし，漢藷訳としてこなれたものにする
ためか，ホ文に即していないものが多々見られる。意味不明の語をこの翻訳に頼って調べようとす
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る者にとって，これは大きな障害となる。次に問題となる例を挙げる。
　まず，意訳の例を挙げる。テキストの蓑記，和訳，漢藷訳を記す。なお和訳は文脈に即したよう
に訳してあるので，言語形式（とくに文宋の時鋤標識）とは必ずしも一致しない。
　　4790　　aka　tきido身　　　　　　ffuridza　　奮adZi　　riena
　　　　アカ・チドンは下から　登って来た。　　　　　　　　阿辛其東従西辺走来
　479玉　udud　　loridzan　re（玉2iawu　ti§edza　b6dzi　riena
　　　　悪魔のルルザン皇帝は　上から降りて来た。　　　魯日賛可汗従東辺走来
　「下」には「西」，「上」には「東」の意味があることは『土漢詞典』にも記されているが，「登
って来た」，「降りて来た」の意味が漢語訳では曖昧になる。
　8380　moき6　10きeni　wargula　　　　nig6wa
　　　　猫が　鼠を　捕まえるのと　同じだ。　　　　　　　　　如同猛虎捉綿羊，老鷹捉小鶏
　動物名が違うのみならず，一文が工文に拡張されている。
　6962　xaldani　mand乏湊l　　　mie月guni　ma塾d乏謎　　奮uora　　　露uoya
　　　　金の　　マンジャルと　銀の　　マンジャル　（二つ）を　あげます。
　　　　蒋来曾用過金鑛都（xandu）Si未曾用過金納延（nayaan）
　マンジャルとシャンドゥ，ナヤーン（いずれも装身具）とは別物である。「金1，「銀」が共に「金」
になっている。
　次に誤訳の例を挙げる。まず意味がまったく逆になっている場合。
　　1797　　。．。§iedzeni　　　　t§iall慈ad2ia
　　　　　おしっこを　我慢した。　　　　　　　　　　　　解小便
　次に数量が違っている場合。
　5287gud2ew　and乏uali　nige　loljguo　guoluodzi　guo
　　　　ブドゥ　酒　　　一　甑　　　潤して　　ください。　準備両瓶葡萄酒的礼物
　訳の順が違うことがある。まず行の順序が違う例。
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　　846ffuor　　gursar　　　　　xaan
　　　　ホルの　黄色のテントの　皇帝　　　　　　　　　　　　講来了佛爾白帳可汗
　　847　　ffuor　　　喜urgar　　　　　　　　　xaan
　　　　ホルの　白色のテンFの　皇帝　　　　　　　　　　　　講来了佛爾黒帳可汗
　　848ffuor　　帥ma奮　　　　　xaan
　　　　ホルの　黒色のテントの　篁帝　　　　　　　　　　　請来了佛爾黄帳可汗
　次に文中での語順が違う｛列。
　　9181　sa嬉iada鍛i　　　　　　　　　　　　　　kandan，　bose，　y衰kun，　y註　　noxue，　y護　　x慈e，
　　　　その地方（＝ンゼマ）では狼，　　虎，　野人　野生犬，　　野生豚
　　　　gandzipla　　kun　　idien　yiguna．
　　　　すべて　　人を　食べる。
　　　　恩孜爲国里餓狼，猛虎，野人，野猪，野狗，都是一些喫人的猛獣
　訳が対応しない例。
　　5570　　buie　　　　　　　　　　　　　li舘uorla　gediergu弓gur縫odziguna
　　　　子供（讐ゲセル）は故意に　逆立ちした。　　　　　　　格蜜爾仰臥予癬窟塁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 帆晒“～愉
　Ii卸orlaは辞書に1iigorla「故意，特意」と出ているのでたまたま意味が分かれるけれども，もし
辞書になけれぽ，この漢語訳からは「石窟で」という意味しか読み取れないことになる。同様に次
のような例もある。
　9803　ulawa　　nimerie　szdiguna
　　　　泣いて　力が抜けて動けなくなってしまった。　　　　　両眼泪水涌出，突如泉水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AVVM”v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～～鳩一
　原文の1行が漢語訳で1行に訳されているとは限らない。
　11602aka　tsidolj　　　kudena　xaridzi　sdzia．　　　　　　　　　阿辛東転鷹宮里
　　　　アカ・チドンは家へ　帰って行った。
　11603anieni　　　　　　　　　　diu蓉eliedzia．　sdzi6dadzia．　　将忙華渉吊了起来
　　　　お婆さん（忽マンケグザ）を吊した。　　鞭で殴った。　　鞭打脚賜惨不忍賭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WWumum
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　11603行は漢語訳では2行に訳されているが，その結果本文にない語が付け加わっている。
　漢語訳には多くの加筆が見られる。とくに甚だしいのは，5364行と5367行の間に原文にはない表
現が13頁近く（pp．287－300）に渡って加筆されていることである。　Schr6derの原稿にあったと思わ
れる10467－iO518行は畠版の段階では紛失されていたらしく，Heissig（1980）には欠女目している。と
いうのはこれはちょうど1枚分に権当するが，Heissig（1980）ではページがとんでいないからであ
るが，これに相当する部分は漢語訳で6行（p．577）が加筆されている。逆に漢語訳では訳畠されて
いない部分も数多く晃られる。したがって趨現頻度の低い語に関しては漢語訳が対応するように見
えても完全には頼りきれないという問題がある。逆に出現頻度は高いのに漢語訳からはヒントが得
られない語がある。例えぽ，9uoluo及びそのバリエーショソは3299，3689，4239，4353，5961，
7436，7557，6078，6G96，6475，7875，8487，8586，9764の各行に現れるが，漢語訳では訳出され
ていない。t6wは2135，5683，5848，6194の各行に現れ食べ物であることは文脈から分かるが，漢
語訳には訳iilされていない。
　同じ語彙が様々に訳されていることがある。例えぽ，9daτa及びそのバリエーションは1742行で
はr圏棚」（漢語訳p．97），1747行ではr棚」（漢諮訳p．98），1749行では「圏門」（漢謡訳p．98），
1754行では「圏棚大門」（漢語訳p．98），6247行では「馬柱」（漢語訳p．350）と様々に訳出されて
いる。しかし文脈からより正確な語義を決定する手がかりが得られる。1749行で「父がその扉を開
ける」ことになっているし，1767行ではF子供が馬をそこであちこち走らせる」ことになっている
から，「家畜小屋」あるいはF家畜置場」でなけれぽならない。これに対し，様々に訳されている
が，語義を決定する手がかりが文脈から得られない場合もある。（xoni）　9akog及びそのバリエーシ
ョンは3408行では「老母羊」（漢語訳p．180），3439行では「干痩的羊腔」（漢語訳p．181），3599行
では「羊肉」（漢語訳p．　189），3702行では「羊」（漢語訳p．194）となっている。xoni自体が「羊」
であるから，§ak◎窪は単に羊ではないが，「老母羊」，「干痩的羊腔」，　r羊肉」のうちどれが最も適
切な語義を示しているか文脈から手がかりは得られない。
　『土族格蟹爾』の出版以前に，辞書などに頼らないで文脈だけから語の意味が推定できたのは，
次の数語にすぎない。代表形で記す。kaya　2　i　71「敵」，　mpieg　483e「標的」，　redzawa　5278「失婦」，
sgasnien　7945「消患」，§dara　1742「家畜小屋」，　toi酔e　uruo－9218「降伏する」。
4。GRの語彙で『土漢詞典』，『土漢対照詞魏』に記載されていない語
　辞書に詑載されていない語のうち，語義がほぼ確定できた約500語について以下に記す。『土漢詞
典』，『土漢対照詞彙』で確認できる語は約1，400藷ある。このエつの辞書には記載されていないが
『土族語詞彙』，『土族語話語材料』の補充詞彙に記載されている謡が17語あるので，それらについ
ては以下に記す。同じイソフォーマソトによる別の資）13｝、A　
US　der　Volkdicktung　der　Monguorで確認
できる31語についても記す。個々の語では『土漢詞典』，『土漢対照詞彙』に記載されているもので
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も熟語として記載されていない場合も記す。
4，1．　配列順
　補助記号（長音符号，ウムラウト，歯茎硬m蓋音の符号，下線）があるものと無いものとを区溺
せず岡列に通常のアルファベヅFの順に並べる。ただし反舌音は非反雷音の後，軟口蓋鼻音は歯茎
鼻音の後に並べる。すなわち，d2はdzの後，9はsの後，　t蓉はtsの後，弓は難の後に配列する。　g
と9は鋼の音素であるが，配列上は区別しない。各語彙は代表的なものを最初に示し，バリ＝一シ
ョンを続けて記す。バリエーションが大きく違う場合は捌々に記し，→で何を参照すべきかを記す。
訳語が確定しないまでも，漢語訳で尉応する表現が明確な場合は［漢語音訳コあるいは［漢譜訳］
をそのまま記す。数字は現れる行を表すがすべてではない。数字の次の’は行番号の付け聞違いの
ため2回醸こ現れる行を現す。数字の次のaは該当する行に番号が付いていないが，その数字の行
の次にあることを現す。
4．2，
1
．
2
．
3
4
　
u
t
6．
7．
8．
9
．
10．
11．
　凡例
［　　］　　『土漢詞典』，『土漢対照詞彙』にはないが『土族語詞彙』にある語
【　　】　　『土漢調典』，『土漢対照詞彙』，『土族藷詞彙』にはないが『土族語話語材料』の
　　　　　補充詞彙にある語
VM　I　　　1，2にはないがAus　der　Volkdichtun8　der　Monguor，　Teil　1にある語
Xoni：羊，　MI：マソガス1，　XM：黒馬，　B：仔牛，　SN：鴨のつがい，　G：チベット，中国，ア
ムド，A：オウム，チベット，カッコウ，　xue：格言と比喩
VM　II　　　l，2，3にはないが／重μ54εr　Yolkdichtung　der　Mon8uor，　Teil　2にある語
DMF　　　1，2，3，4にはないが，　Dictionaire　Mongmor－Frangais　eaある語。ただし簡
　　　　　略表記に置き換えた。
Ch，
LT
Tib．
§
（
（？）
　　中國語
　　R6na－Tas（1966）に記されているチベット文語形
　　チベット文語形
　　R6na－Tas（1966）の番：号
）　　ガ土族格饗爾』の註で李克郁が正書法で記している語
　　畠現頻度が低いため決定的ではないが，文脈，『土族格審爾』の漢語訳を参考に
　　して意義を類推した語。
ada－4844
ada　age－4611
a慈a奮a，piSi　5245’
92
立てる
急く・
（響きを表す）
aka　225
aho，　honi，　ohoho！Aha，　aho，　haha　1208，
　aho，　ffani，　ahaha　5062
amada　li　ge－5106，　ama至i　ge－5142
amana　kuor－3573
amuda－3193
amura91a－10217
and乏uaH　5287
ara蓉oζ｝9457→ra書o◎
aragsaoge　148圭
arεし1｝（n）t§iembuogu圭a　5838，
　a「a瑠ntsiembo＃gula　5853
aral｝yade鍛童4047，4961，　araqyadi　4396
ayaコ35823
aya弓d64573
ay◎6249
ayoh　3526，3798
bεしka－563正書法bagha－？
ba羅dz62694　VM　I　XM　115，　A　7【ba璽dzi】
bala－2691，3848，5518，5620，10052，
　b’a1－5631，　bal盃一10050，　VMIMII35
balada　6757
bardi　3889
b箆a－6840正書法bagha－？
be弓ga　9283
bergan　d611462【bergen　d圭u】
b圭（至za弓ge　11332
bieiie－7756，9862　VM　l　B　69，　Ch．　biaが（変）
b6dz琶11937
buge－3833
Bumms　l　205
da9　5845
da9至a－5870ヱE書法dagla－？
dal｝daK】8632，　daB　daK〕8639　［dal｝dalj】
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（男性に対する呼びかけ）
（笑い声）
きちんとする
用心に：用心を重ねる
敬意を表する
和睦する
（葡萄）の酒
早く
各位
無駄に，わけもなく
たくさん
たくさん（？）
（驚きを表す）
［感嘆詞］
建てる
翼
落す，傷つける，動かす
（押し倒す音）
（厩の音）
（杵で）つく
（人の皮で住居を）囲む
兄嫁と弟嫁
探す（？）
変わる
［助数言司包
（頭を）垂れる
ハーン
遠慮（？）
遠慮する
老人
Gesεr　redzia一欄の語彙
dargand6　9ar－8圭7，　DMF　dargandu　9ar－
dargu　sdzier　8108
darmu重si　7676
de1圭e－10091，　VM王A13
degor　3666，10990
diel　d乏ia　3765
diergelie－　11526
d圭奮la－5137，9172
do　ra奮de奮al｝ge　3201，3218，11205，　do奮a彦d琶9授1｝ξ3943，
　do　raxd6奮a肩ge　4294，　do　r6gdegal｝ge　6314，6489，
　do　r69dega夏〕ge　11208，　do　ra奮d6奮a　9202
d67696
dola£e－7607
do茎｝ge　do穏ge　3988
dooma　9173
（玉oηregan　673，712
du6gi1重a－5225　〈　［duik3一肇
duei－4玉83
dun　10527【du無】
duomb6ra　7745
duondil奮a－10318
dzama　ded乏ia　4376
dzarp　9471
dz6gurda　8393
dz琶rla－2771，dzerela－4469
dzet◎舘2602，　dzeto奮6520，　s6to奮5847，　seto奮7132
dziaga　dzaB鋤ge　5268
dziagedz註1｝guluo　10045，　dziag琶dzal〕奮uluo圭0圭03
dz呈alan　malan　5304’
dzialdzen　7390
d乏ie（玉乏ild2il｝ge　4119
d2ie彦ue§a　4585
d乏ilad乏i　g4
dzi至ma　6033，7540，7640，　dz並1正na　6027，　dziamla　9813
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畷ができる
腕輪
旗竿
うなずく
ふりをして
服の裾の切れ込み
広げ伸ぽす
落ちる
今まで
一杯
退治する
（歌っている様子）
ただ
枯れた
合わせる
こじ開ける
回数
東ト拉（d◎ng1わu41aり幡子
倒す
夢から醒める（？）
浅い
地面に（横たえさせる）
投げる，ほうる，飛ぽす
（食べ物）
諦める
おとなしく　　　　　　’
言い掛かりをつける
全然（？）
丸ごと呑み込んで
チベット（？）
急いで
一生の，命運
dゑin　2118，　Ch．　zhe鍛三
d2ina－4823
d乏indawa無03657，4286
d乏圭6ma　4632，　d2iama　4633
d乏三ra－　655
d乏tieriiwa　18圭7，4825
dz61degan　5560
dz“1dzie鍛　7723
d2Ult§ien　3180，3三84
dz養olUOξ6477
dzuor　7263，　dzuorua　7300，（玉zuori　7315，
　dzuora　7330，　dzuore　7379　Gor）
dz｛iowgu　5775
d乏abd乏ige　4205，　d2ab§d2ine　4220，　diabSd乏i　4223
d乏a奮　47，dzepg　VM　1　xue　27，　Tib．　brag
d乏eb　x◎奮10－4190，　d26b　xo蓉luo－4223，4224
d乏e奮i難ge　11849
d乏entSien　2982，2989，3019，　d蓉entSien　2954，
　s乏琶無ts孟en　VM王G40，　d乏琶鷹sie簸VM　I　G　47，
　　LT　dri鳳一6hen　§14
d乏o窟6，5280，7743
d乏uali　4900，　d善uzli（zholi）889a
（玉乏ual〕ga玉0434
d乏u◎xua夏｝ge　7267，7273
Ei　3937
ffdza＃5VM三Xo無i　334，　LT　bsaft§544
ffSUera　2478，　LT　byi－ru　§690
fsiri　heg琶　圭1511
fs｛主are奮de　5900，　ffS｛ier695914
f詑奮m6詑奮ge　9012
ffuando喜9聾a　4265
fuanladzi　8918
fuli　de－　3486
fu［o！uoluo－　6672，　11240，　fuoluLola－　6680
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針
追いつめる
急いで
山羊
教える
こそこそ
（山の）口
錫箔
黄色の（ヨモギ）
無力である（？）
うどんを作るときや僧侶が
　呪いをかけるときに用いる
必要である
お経を読み呪文を取り除く
岩
呪いをかける
絶好のもたれる物（？）
優しい
礼物cf．　turoo
野鼠
厳粛に（？）
布施
憾嘆詞］
煙
珊瑚
五色の絹糸
本妾に（？）
家の中に（？）
何の役にも立たない
一年
赤くなる
準備する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gesθr　rkdzia－wuの語彙
f秘rdza－ni　10875
fusdziel－11584，　fsdzial6－11592
fus圭la－8718
fut漫弓ra《｝ge　11935
gadu　2044，2G87，　VM　I　XM　77
墓a，奮ade　10626
gandziara　7226，　VM　l　A　64
霧anidza　530圭
gedzawa　5475→redzawa
gemba－dzie　6914
gier　gier　5836
91u　599，　VM　II　523，乙T　klu§157
91usman　599＜露IU「ナーガ」十sman「薬」
霧uala≦茎　10019
guEn　kir圭e　4609
guei　504
guei　xserma　3171，　guei露s6rma　8107，
　gueisdzurma　11929，　gueixdz6rma　984，6631
gugu，　gugu　2961
gugu　bud　3040
9uo奮1uo－674，§uogla－　1742
奮uolda奮uoldid乏i　3017
9uolu6　92，奮uluo　99
奮uoluo－　1783，1785，5287，5750，9374，9437
9uor霧uadi　4025
guoraE〕ge　gei－3865→1｝guoraηge　ge一
霧uorua　ge－5756
塁urdzien　7746，7767，　DMF　gurd乏ian，　LT　mgo－rgyan
gur　l　l　52，2961，LT　gur§199
9urg設r　847，　Tib．　gur　dkar
gurna琶848，丁員）．　gur　nag
gursar　846，　Tib．　gur　ser
gu善gum　6514，　VM　I王84，　LT　gu－rkum§202
haba　1462
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§198
ホルから（？）
（お茶を）勧める
お伺いする
真新しいのを
朋友
（鳥の鳴き声）
庇（ピサシ）飾り
友人（？）
らしい
（げっぷの音）
ナーガ
龍薬，神薬
根拠のないこと
黒い烏
絹
綱子
（カッコーの鳴き声）
（カッコーの鴨き声）
支配する，管理する
［漢語訳］羊腸小道
知恵
潤す
（なめて食べる様子）
お願いする
僧侶の帽子
テント
自いテソト
黒いテント
黄色いテソト
サフラン
もし
hada亘b6dandi　4040
had乏i路i　3124
hasa－9676，　VM　II　808
henliegu／huiliegu　2396
hi－34王2，　hie－3557，　he－　11497，　he－　11500，
　he一圭1502，11508，11509，玉1511
hlawu慈uluwum　7670
hmh撫2927
kad亘王880
kadaw　694，762，763，1圭04，1110，圭173，1237
kadzarma　ta蓉e　3840
kadzξ≡≦彗65　【kadzaG】
ka孟axua　3809，　ka　laxuo　4239，　k展laxua　7520
ka弓霧uluo－6794，　kal｝guluo－6799，　ka夏｝§u至a－6797
k浸msan　8562，8568
kaws懸6窪9050，9063，　kawS｛io墓10007，
　kawsieg　11297，　kaw6io霧10014，　kaws已og　11268
kaya　2171，3424，4849，8364，　kay護4687
ken　ge－6759，　k61｝ge－6779，　k琶nge－9318
kez6n　4124，　kudzo夏｝11848
kewlo身dz均ge　9670
kew豆ogla－2250，10239，　kie　uloljla－3902，　k圭e雛lo弓玉a－4146，
　kaw玉o乃箕〕玉a－6819，　k6wlogla－7198
kika　10847，　k§ka　10856
kikare　bos68900
k6dzi難ge　d6里＿7280
kogma　2056，6862，6863，　Tib．　khQng　ma
ko璽　149，223
ku註nguordi　4121，ko弓guorde　5972
kuei　10899，11201
kuna露8796
1aga　urξ≡－　2300
1amaきdu◎裏｝ge　7939
1亘mbel〕ulumbene　l　124，1amben　ulunbeni　3903
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息を切らして
恩情の時期
作る
珍しい
言叢r集第15号　　（1996年〉
縫う（？），準備する
［漢語訳］五色根
フソフン
〔漢語音訳〕辛達
能力
［漢語訳］塊青石頭
木炭，（地殻）
勇敢な
築く
境
いじめ
敵相手
怒る
棒
誓って
誓う
大山
猛虎
飛び跳ねる（？）
壷
凹地
軽々と
損失
青茶（ミルクの入っていないお茶）
入って行く
［漢語訳］来世之平安経
［漢語訳］十万龍経
（｝eser　rbdzia－、yu　の語彙
1armu　6474
王a話dzaag　ulu§dza毫｝1123
1awsie辱ge　9264
蕪｝－1蔑　10388
1i－3875，3869，4387，4409，4712
1iagua　2893【1圭ao］
Lombo　samsu　7059
16wurda－8548，9518，玉owurda－9523，瓢玉a－3811
iuodo奮10226，10do慈10236
1uola豆重a－2359，玉uo慈玉al重a－2363，2387
圭u◎圭uo　2430，　luo　I穏0　3003，　luo，玉uo　3圭14
1uorow　g琶一5566
圭urgじ686，16rguo，1102，16rgu　1玉08
1u蓉de　6850一今uluo蓉de
ma＿aa　9688
mal｝d乏a16962
ma夏〕gu夏｝ge　4143
mεしrta98130
mawya　6515，　VM　I王82，　T圭b．　mla　bya
mba慈olj　1837，　mb嬉a弓2074　mbaxoB　5508
mbur6wa－1905，　mburwali－2216
mo難gula　6376
m◎rd6r－10278
m6きd6wa　7255，　moきde露wa　7262，魚ardewa　7294，
　mo菖dewa　7304
難ユoきdza　9987
mpara　3346，　VM王B37，　L「r’phar－ba§330
mpie耳｝陶ge　4830，　mpie最4840，　pie】3－ge　4854
muda　mu　337王
mul奮an三329，　ma正慈an　1763，　m琶1忌ag－ge　4096
muru　3842
namla－937
正ld6g圭9420
nd童esdzidge　10237
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相貌
［漢語訳］拝永憧長生天
神鳥
取り返す
よい
梁
紅綱
ブツブツ書う
豊かである，
還俗させる
ウまうや　（指小辞）
嘲る
教養，英雄の気概
（？）
繁栄している
（羊の鳴き声）
（装身具）
（のようなもの）？
祝福
孔雀
硬い氷のような
変身する
ひっそり（泣く）
鋭くなる
僧徒
畢いうちに
野生犬
標的
（編牛の鳴き声）
小さい
肩
減亡する，衰退する
このような
平安
Rdil｝ge　pa慈一3693，　ndi導ge　bεし慈a－4398
ndz¢mani蹴§emni　g　192
ndz敬ewa　re－7326，　dzerewa　re－7323
ndziasguarde　8045
ndz童awa　pa§詑7353，　n（至z圭ewa　pag詑7358
王｝d乏圭ed乏il616
nd乞童emba　4449，　mdziamba　VM　B　88，　LT’gram－pa§373
nd乏o難3845，　LT’brong§319
簸d乏02010
1｝id乏ie　19正9
礁id2ieqge　1064
Rios65021，8325
ni忌die－4860，　Risdie－8788，簸i§（ie－9973
旦6dada　6945
鍛tsamsol圭　11940
ntsaralj9琶8202
n£sema§d◎91437
nts6mb647，犠ombO　594，　Tib．　mtho　bo
Rtsam茎（a】：｝　6824
Rtsuomd乏ia　l　l　54，2368，　ntsuomdz圭a　8555，　VM　II　593
nt善em　563
ntSem　baka－　563
11tURa　4620
nuru　5872，　LT　Ror－bu　§408
夏｝茎〕　！｝　10437
夏｝gada難《｝ga隙ga　3373，3391
1〕g註1｝ge－3689，　gga】3ge－4892，“gaK｝g6－4894，
　1｝ga夏｝gξ≡－　10196，10198，　le199
ηgua曲redzi－5568
】3ga寿ka陰r圭g§－3177
嘘uo　regu　1496，　Tib。孤go　dgu
辱guoxa夏｝ge　ge－　3232，　ljguorua　ge－　4308，
　　夏｝guoxua　ge－　5489，耳｝guoxua　9ξ1－　5489
agguo§d乏i喜4255，丁圭b．　mgo　bshi
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　　　　　　　　　　　　論集第15号　　（1996年）
決める
山犬と狼
（頭が）ふらふらする
朝勤（？）
づ＼《螢，　参詣者
堪える
用岸
野生のヤク
鵬友
粒（？）
一人も
これら（？）
臭う
踏んで（？）
綱子（？）
心配（？）
不幸
高い
本丸
武器
祭壇
祭壇を建てる，駐留守備する
霧
宝石
（はっきりしない返事）
（赤ん坊の泣き声）
騒ぎを起こす，かき乱す．
疑いをいだき警戒する
細心に世話する
九つ頭
諌める，励ます
四つ頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　Geser　r2dzia－｝yuの語彙
nguoladz圭e奮7309，731玉，7314
弓kamdi　dlliljge　2771
夏｝kua弓ga　yaljge（12i　3749
1jkueiwa　685，720，1103，1236，　kueiwa員09，1玉63，1172
0h6！we！ya　11884
0r謎ndzide　l　1939
padzia－8381
parm6ni　8726
p610鮒6烈03894正書法p◎◎la－？
ra蓉be　siE〕5288
rebia奮d童4606
redaTU　2159
redieb§ed乏i　2351
rediekua　2365，　r6diekua　5719，　red6kua　6948
redUl｝geda　3383
reduomba－4053
reduomSiange　3808
redzawa　5278，8755，9498，　redzawa　9433，　H　496，
　g6dzawa　5475，　redz6wa　8088
r§dz琶la－7691，8474
redzial｝da　2690，10022，10039
red乏i窪lad乏in　2024，　red乏iglad乏i　2028
redzoljwa　929，　redzuo℃wa　831，2396，　ndzallkalj　2463
regam　9565，9876，　r¢galn　9885，　r琶gam　9886
r琶gasie　3148，　regasiel｝gi　3814
regewa　6949，　regiewa　5718
rega羅s6慈7225，　rga弓se奮2904，　gal｝se奮2895
re奮geda　ugua　3753
reguodolj　larga－re　5728
rent§iereljge　24el
reS－d乏ia　1096
r6wala－1054，　rewa圭a－5905
reynodo－2471
ri　r琶mu　655，　re　remu　723
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進撃する
地平線（？）
つぶやいて
知識，知恵
憾嘆言司
袖の長い上半身の上着
救う
慈しみ深い
出す
（木の一種）
（投げる音）
掘手
至る所ひしめいて（？）
罪
全く
飢えた（？）あちこち行く
不気味な，ぞっとする
夫婦，伴侶
お喜びを言う
射る，ビューと
渇いた井戸
贈物，持参金
戸棚
美しい
罪がない
こ漢語訳］宮殿，頂頭，中梁上
足跡もない
鳶の強健有力な羽
貴重な
～なけれぽならない
求める，必要とする
必要だ（？）
指のしわ，指紋
rimu　4474
rint§ien　7060
rulo霧　2458
sa－8997
sa奮u　4199，4208，4211，5825，　sagu　4216
sali　7064，7087
sεし無d琶　5826
s註nfala　mudie－10736
s護夏｝gada－7338，8237，10915
s註難gada－8307，8712，　se夏｝ga（董a－8265
saζ｝ma　8108
sagmade－4226
sal｝xuen　7076，　so夏｝xuo無7078
sar－3567
sara　1067圭
s浸ya　11024
sara－2984
s護ra（至i　3773
sarda露se　10855
sari　2570，2572
sarsio慈　6519
sa嬉i－　1240
sat§ia　1238，　satS圭er　3882，　VM　I　M三138，　LT　sa－6ha§528
sawsir　11256，11260
sdzier　11842
Sd乏ierge　3795’，　sdzierge　l　l　574，　dierge　10920，【g（玉躍rGai肇，
　LT　g6ad－gi　§651
Sd乏呈o　niuri　3206
Sd乏uan　4066，§dhen　3685，　sdz｛ia疏　8648
s巳ma　9圭4a，　Tib．　smad
s6ma鳶do94233
s6muni　10372
s6na彦　5602
senal露a　9700
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉01
　　　　　　　　論集第15号G996年）
（尻の部分）
石獅（？）
縄（？）
教える，言う
（水瓶の）ポット
城壁
おかず（？）
夢からさめる
訓話する
遊び戯れる
こ漢謡音訳］桑鵜
こ漢語訳］只経三尺天長高了三尺
商人
擦る
羽（？）
ようだ（？）
（鍋の中に）入れる
〔擬声語］
（矢）？
考え
［漢譲音訳］撒爾璽克
噴き出す（？）
所
透明の
椅子の背当て
破れてぽろぽろの
自分の（？）
（否定と共に）　つつカミない
低い
心配
すく・に（？）
嘱文
読経（？），悲しそうに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gesei・r’i　dzia－wuの語1鑓
senard2i　4904［sna：晦a｝
sen6de－9785，　send6－8912
s6n童】3redゑ呈1373，　senil｝redzi－6452，　s琶nil｝r6d2z　6450
s§04158
seljdziag　6008
seto奮5847，　seto露7132→dzeto霧
sgasnien　7945，7949，8198，10752，11706，
　　sgasenien　9065，　sgas圭en　圭1637，　sgesnien　10386
sgawla－681
sgi玉dereni蓉dol｝gilga－3823
sguorna　ts｛iro奮8107，　sguorma　t§Uro霧8122
§呈amla－734，6619
sidogre　uruo－530王，sido】3re　uruo－5317
s呈e霧g63036
忌圭en　5圭en　5861
6量ens6　5124
6圭erdzia　te－5256，，5772，6607
6圭erguod　2885　（忌ie＋τguod　r鷲」）
§難ie　2464
si玉i璽i，　silili　10543
Simie§imle　2871
s均ka餓84圭9
sirie　圭1338
s6da言1074，1387，1412，　xsδ（玉a鍾2247
　　sgoda慈1338（soodag）
s6de　3457
sodzar　7606
s◎（i乏童19a－　4470
s6wa　662G，6648，6888
甜aR　878
ξ負a礁§U2n　5831
su俵R（圭乏圭一4847
sミユ護Ri　10589
suonila（圭z圭8655，10888，　s“a鶏圭1adzi　8662，10862，10865，10868，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憩2
鼻輪
お願いする
慈悲
層
菜園
消息
面倒を見る，処理する
心に恐れさせる
刺繍した長い靴
（旗を）揚げる
隠れて入る
パッと　（掴む）
消化して（？），しだいに？
［漢語訳〕不忙
潮笑する，喋る
オオハクチflウ
袋（？）
（コウライウグイスの鳴き声）
羽をまっすぐ広げて
用事
加熱して精製する
ハダック
とき（？）
天下の（？）
まく
皆
急いで
しだいに
からかう
誰が
　10869
Stilka　579
§｛1mbu　ge－7709
善adzinadz圭一5408－〉§od乏ina＿
Sakog　3408，9護kog　3439，　Sia奮ko露3702
§aηde　8108（xa職gdu）
§badi圭a　6616
5bogde　2065
善damt善o奮§i玉ie　2464
善dana　9288
きdara　1742，1747，1749，1754，蓉dawur　6247，善da　ur　4421
5dardz三〇9ge　te－6687
9darga　6478，8176，蓉dar慈a　8180，8196，9444，10889【§dar］
蓉dawkallge　1130，鍾dewkaijge　1135
善dgandolj　7748，　DMF　ga弓doq，　LT　rka血一d曲§171
蓉dielgu　2854
§dier－ge　3055
§dod　28，　DMF　sdor，　LT　stod§542
蓉do夏〕4060，5590，5775，9156，　Tib．　s重ol｝g
蓉dormu　5593，2812，　VM　l　XM　322，　LT　rdor－mo§624
蓉dormu蓉dortsie黛5593
蓉dzal｝4542
きdzarua　1259
きdz647，丁圭b．　rtse
§dzegla－612，5419，　VM玉MI143
Seda－5131
蓉edzin　6903
善e至a4595，蓉琶至a　4599
§61a－　io玉62，10163
§ela－598，§ili－4996，きelie－10787，　VM王SN　10，　B　85
蓉e至ie　862
蓉emo　2405，§emog　2438
§em6785，11986
§eR　dz61ge　5186
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昼夜
秋（？）
言う
羊腔
（装身具）
渡す
バーンと
剃繍した袋
（心を）こらえる
家畜小屋
矢を射る（？）
～のとおり
企て
人骨のラッパ
フクロウ
桶
高地
千
宴
宴
ヨモギ
巻狩りをする人
頂上
概く
（袖を）振る
腋の下
転山
痛める，損なう
摘む
惜しい（？）
兜
卜具，易者
蝿
論集第15轡（19．　96年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Geser　r’e’dzia→VUの語彙
蓉6n69a　7736　【ginaGa，δnaGa】
蓉gamu　674，6112　VM　I　Xon孟187，　LT　dka’－mo§640
蓉gawde　4693，4815，§gawde琶4685
蓉germa　ndiet§ieni　udur　2965，　sg琶rma　r琶dietSieni　dur　3030
話og　5112，　VM　II　670
蓉6d乏圭na－2021，§adzinadzi－5408
Sundξ≡11566
tamt蓉icen　2195（s琶mtSien～），［tamtgeen】
taE〕218（－dza～）
£a噂9¢Sd2iodo　ko§ma　2459
tardog　10255
£arma　4551，8120，　tarma　8097，凱arma　6632
亡arwa　l　546，1552，1565，　tarewa　8645，8660，6078，6117
tas琶9902，10931，　l　l509
tawl議一4686，　tawla－5402，6188，　towla－6213，
　towluo－6252，7165（1uo～）
t，do　8959，　t’udo　8960
telula　9349
t琶rago夏｝4911
tew　2135，5683，5848，6194
t’§εしηgega　s68988
tiebきe　2604，　tiew§e　5800
tie≦彗a　3824，6440
tiewle－■10770
tiewg己WO隻玉一9499
t6　Sd乏ier圭4228，　t6　sdz｛1eri　9790，　tuo　sdzUer　11196
t◎b琶粗ge　9698
t68647，86528655，8664，8666，8668，　tuo　8664
togdi　2510
tolgue　uruo－9218，9229，10136，10137，10152，10155，
　　10159，10208，10337，10346，10350，le357，11775
toud2童1032，　t6d2i圭911，1983
tuei　2669，　tu琶d65089
t奮袋w益ie　l　321，tsiawnie　9039
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉腿
柄杓
難しい
若い（？）
縁起の良いB
穀物
騒ぐ，風の音がする
（正しく）乗る？
世界
だろうか
仏像が付いている袋
産毛が残っている
錦，綱子
運命
すぐに
昔と同じではない
少し（言う）
一杯にする
そこの（？）
（食べ物）
［漢藷訳］不要装在心塁
盆
そうして
（転生する）？
聞く
前回
丸ごと
峰火台
真剣に，まじめに
投降する，降伏する
箒
ペッ（唾を敗く音）
見知らぬ
重§ida－4358
tgida－－50圭7，　tsida－8615
tgida－5113，£sida－5046，11655，　tsida－5115，　t§ia－（sic）4007
tsidaruo　gie－9650
t§ierdze奮1008，　tSiardze　5020
tsierdzeg　7815
tSiodbaljge　3189，　t蓉iabge　3188
tsindzio！’i　8465，　tsi鷺dziur　847呈，ts茸註11dzior　8500，　ts｛iandz怠or
　8527
tsindziirξ≡10107
tsir61g琶8573
tSiseril　dOl｝mar王52ま，　VM　H　418
£s嬉uawa　te－8074
tsuna諺　fdz琶　6513，　VM　II　81，Tib．　chu　nag
t甜5691
t§67232
t蓉e彦dan－1085，癒09dan　1340
£§6gt§6g圭a－　1085，癒6奮t蓉琶奮至a－10913，1玉235　　　【：t§igt§宅g1a－】
t§eg｝la－2113，9158
t善6w　5419
t善iembur　1866
uda奮ge　w61i－5403，　uda奮g己wol－10843，　uda霧w61－11259
udagla－680，7799，8691
udaxuni　9307，9313，9318
ud圭e互ie－2195
udie無sa　5626，　10055
udiewu　wanu　1061，VM　l　M　I　138，　XM　308
udiesdz圭dg69209
udod　825，　udud　VM　I　p．78註5，LT　bdud§743
uduo　9865
ugluo　101
uha！wu　3533
ula　70，　VM　I　XM　270，席元麟（1985：398）孫竹（1990：674）
ula－4583
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105
争って（？）
逃げる
挽く
つまずく
霰（アラレ）
石灰
ちょっとつける
論藥第15考｝　（三996年）
餅の一種（gookii）
一気に
やすやすと
亀
なくす
黒水
最も
煉瓦
絨毯
集める
座る（？）
床（？）
あちこち（？）
助ける
統治する，守る，管理する
損する（？）
（心が）広くなる
事実（？）
平和に暮らす
治める
悪魔
（驚きを表す）
腹帯
（驚きを表す）
牛
暮らす
Gesen’bdziα一wttの譲麹
ul§uo　17，4096，4097
u｝uo善de　6179，　uluo蓉d琶10439，　lu善de　6850
w£§i－3908，urts圭一10870，　wor£si－8893，
　　worts圭一9335，　w6r　tsi－　10732，　VM　I　Xoni　44
uy銭難gi　4016
wasdz薩o（墨8991，9GO5
waladziguRa　7225
wo導da　wo璽3369，3995
wu－163，　bou－1120
wu，　wu　2021，　wu　wu　2543
wu孤ba　607，4199，4208，4211，4216，6511，VM　II　66，
　　LT　bum－pa　§764
wumt§i　3155，　Tib．　bum　chu
wu船685
wu鍛殉kueiwa　2756
xa玉o羅1a　10894，10901，10906
xanidza　4824
xara蓉02638
xara薮呈2594
xarゑ19105，　xara至65265
xarawdzige　6525
x（玉o≦考uo－　11428
xdzer－11435
xdz6rma　984→guei　xserma
xe簸d艮xen　3367，3393，　x萌d段x切VM　I　XM　23
xendalεト2999
xerdze　11276£xairs3］
xo奮10－4190ヨ三書法hughul圭一？
xδ圭uod圭弓ge　3437，　x61d乏均ge　3469，　xuoluedeg｝ge　3487
xoな　kada奮8354，8367
xsuodi－2玉27，　xd6d己一2129
xaat§en　684，719，1107，1162，1171，1235，　xuat§ien　2755，
　　xuatS呈ceR　l　107
xua§da　9654，9666〈xua＋§da（Tib。　r£a）
憩6
～にする
憤然と（？）， 遠い異郷の地
夜が明ける
こ漢語訳］麻妙面
災い
［漢語訳］修繕完華
（犬の鳴き声）
汲む
（風の音）
水瓶
水瓶の水
人間の
［漢藷訳］超集的才干
熱く
度胸があれぽ
鷹
［漢語訳］経過的
（軽蔑を蓑す）
小さい燕
刺し殺す
（体に）付着する
（馬の鳴き声）
風が吹く
肋骨
（賜い）をかける
［漢語訳コ仏祖仏師
雪のように白いハダック
案内する
武芸
武術馬
言愈集第15選｝　（1996年）
xuambar　9573，10110，　10240，10113
xuani　xuatSien　2755
xudu奮uoda　4019
xue　sara　1864
XUQdz巳la陰ge　2395
xuogeni　l　l　589
ya　yandz註ne　568
y議§sa搬細圭1973，　yagsamani　2324，　yagdzaman圭10007
y註kun　9玉81　麺e：kun］
yam6　3546，3754
yamo　lata　2983
yantS登an　33　［iyantgeen］園圏
ya鍛te　253，　yen撚265　ileentai】硯台
yal｝ga－3749，10407，10521
yasdz｛i彦至uo－9611
yawsdztt蓉9640
y2yi　1916
yayiw61－5400，　yayiw◎1－6695，　VMIMI132
y圭eh　1961
yih，　yih　4290
ying6d走｝n圭（s呈c）555
yi】31a－1808，9125
y6del｝i　4507，　yodeni　6544
y6慈uo至a－7334，　yaox6至o－9010，　yOxoluo－9015
yOl｝1039，1042
y｛10ruoda　957
yUr　564，　LT　yu茎§787
たいまつ
［漢語訳〕驚人的武術
味わって
〔漢語訳］灰撒刺
無駄に
傷を受ける（？）
あらゆるもの
のらくら者，愚かな
野人
だめな，汚い
汚い，不潔な
周り
硯（スズリ）
つぶやく
手綱をつける
手綱
頬
大笑いする
［感嘆言司］　オイ
（泣ぎ声）
こうして（？）
ほんやりする
争う
罵る
（疑問助詞）
徹底的に（？）
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